
（様式⑦-1　小学校・中学校）
　

・国語の授業の充実や水曜日の朝の読書時
間の活用，読み聞かせや図書館の利用を図
り，読書する習慣を通して学ぶ力の向上を
めざす。

・読書は好きですか。
・家や図書館で，普段（月～金曜日）1日あたりどのくらいの時間，読
書をしますか。（教科書や，参考書，まん画や雑誌はのぞく）
の肯定的割合の増加や高い割合。

堺市児童生徒学習・
生活状況調査

学校でのアンケート

１学期初旬
２学期末 ○ ○

●自主的な家庭学習ができる家庭での学習
方法を試行し，確立する。

・家で学校の宿題をしていますか。
・学校の授業の復習をしていますか。
・土・日曜日など学校が休みの日に，１日どのくらい勉強していますか
・自分で計画を立てて，勉強していますか。
の肯定的割合の増加や高い割合。

堺市児童生徒学習・
生活状況調査

学校でのアンケート

１学期初旬
２学期末

△ △

★中学校区の研究授業２回を全教員で討議を
行う。

学校群目標　「自ら学びに向かい，自ら取り組み，自ら表現できる子ど
もの育成」に向けて９年間の学習の積み重ねの検証。

実践報告 １学期
３学期 ◎ ◎

・生活・算数・国語の教科の中で低・中・高学
年，年１回以上の研究授業を実施し，授業力の
向上を図る。

研修テーマに沿った研究授業を実施し，校内の研究を積み重ねる。 実践報告 ２学期
◎ ◎

●「聴く態度の育成」を中心とした学級経営を行
い，自ら学んだり，自ら取り組んだりできる「全
員参加」の授業をめざす。
・協働的な学びを実現するために，魅力のある
課題設定を行うなど質の高い学びをめざす。

・「人の話をよく聞いている」
・「授業では、他の人の考えを聞いたあと自分の考えを書いたり発表し
たりしていますか。」
・「自分とはちがう考えを受け入れることができますか。」
・「授業で、自分の考えを発表するときは、自分の考えが上手く伝わる
よう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していますか。」
の肯定的割合の増加や高い割合。

堺市児童生徒学習・
生活状況調査

学校でのアンケート

１学期初旬
２学期末

○ ○

・ICTを活用した学習や授業を充実させる

・授業で本やインターネットを使って，グループで調べる活動をよく行っ
ていますか。
・授業でパソコンやタブレットなどを，どのくらい使用していますか。
の肯定的割合の増加や高い割合。

堺市児童生徒学習・
生活状況調査

学校でのアンケート

１学期初旬
２学期末

○ ○

年間を通し「あいさつ」によって他者と心
と心をつなげることをめざした指導を教職
員全体で取り組んでいく。

①「自分からあいさつしている。」
②「自分にはよいところがあるとおもう。」
③「友だちを大切にしている。」の肯定意見の向上

学校アンケート 年度末 〇 ◎

各学年、発達段階に応じた保健指導を行
い、自らの健やかな身体の成長を感じられ
るよう取り組む。

年度末 〇 ◎

６年生において「いのちの学習」に取り組
み、生命の尊さや自らが生まれて成長して
いることへの感謝の気持ちを感じられるよ
う取り組む。

年度末
未
実
施

◎

年間指導計画に基づいた体育の活動内
容の工夫と授業改善に取り組む。

「体育の学習で自分の課題を意識しながら積極的に運動に
取り組んでいるか」の肯定回答の向上

堺市児童学習・生活
状況調査
学校でのアンケ―ト

年度末 〇 ◎

年間を通して体力向上と運動の日常化
を目指した取り組みを行っていく。

年間の取組内容の報告 実践報告 年度末 〇 〇

毎月 〇

毎学期 〇

研修テーマ「伝え聴き合うこどもを
めざして」を意識した授業を通し
て，個別最適な学びと協働的な学
びの一体的な充実，探究的な学び
の充実を図る。

確
か
な
学
び

達成状況(年度末)
具体目標

互いを尊重し、友だちの良さを
認め協力し合える仲間づくりに
取り組むとともに、一人ひとり
の児童が自己肯定感や自己有用
感が持てるような集団作りをめ
ざす。
心身の健やかな健康の維持のた
めに必要な取り組みの充実を図
る。
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各学年の取組内容の報告と学習後の児童の感想など
実践報告
児童の感想

校　長　 　靍原　隆司

学校関係者評価者から(年度末)
　学校全体が落ち着いており，一人ひとりの児童が授業にも集中している状態を継続してほしい。世代間のつながり
は，あいさつ運動の広がりとともに，児童の心の成長につながる。今後，様々な特色ある取組みを進めることで，さら
に良い学校となるように期待したい。
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　運動の喜びを知り主体的に学
ぼうとする体育授業、、系統的
に学ばせることを意識した学習
計画の設定、運動の日常化に向
けた取り組みなどの充実を図
る。

安
全
安
心
な
学
校

安全・安心な学びの場づくり

校長より(年度末)
　「確かな学び」については，家庭学習（今年度から「宿題」から「家庭学習」に変更）は保護者への啓発不足からしっかりと浸透していない状態である。児童の自主的な学びとなるよう取り組
みを進めたい。授業改善は自由進度学習やICT活用などが進み一定の成果が見られる。「豊かな心・健やかな体」については，児童のアンケートや日常の様子からおおむね良好な状態で
ある。今後，地域をはじめ様々な人との出会いを通して，さらに心を育んでいきたい。「開かれた学校づくり」については，避難訓練を中心に日々の出来事を全体共有する機会により安全意
識が高まったが，自分事とするまでには至っていない。今後，地域との連携も視野に入れながら取り組んでいきたい。

学校安全計画に基づき，安全指導や安
全管理，防災教育に取り組み，事故の
未然防止に取り組む。

避難訓練，不審者対応訓練，防災訓練，安全点検等を適切
に実施するとともに，毎日の安全点検を確実に実施する。

実践報告

学校関係者評価
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自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら
考え、判断して行動できる資質・能
力「知識・技能」「思考力・判断力・
表現等」「学びに向かう力・人間性
等」の育成を家庭とともにめざす。

【避難訓練実施】
　5/24　地震火事
　9/　3　地震津波
11/19　不審者対応

【安全点検】
　毎月実施

評価時期

【計画】
・授業における活動内容の工夫と誰
もが熱中できる授業づくりの工夫を
考案
・体育委員会活動として業前業間等
の活用、楽しく体を動かす機会の設
定
・委員会活動で運動のしかたを提示

授
業
改
善

中
項
目 自己評価

確かな学びの現状
　「確かな学び」については，昨年度の各種調査から本校の児童は，ほぼ目標を達成していると考えられる。
　しかし，昨年度の児童生徒学習生活状況調査から次のような課題が見られた。
　　・４分の１の児童が平日まったく読書をしていない学年がある。
　　・与えられた宿題はしているが，自ら学びに向かう態度として，学校の授業の復習，休日の学習時間，自分で計画を立てて行う学習の弱さがある。
　　・友達の考えや発言を受け止め思考する力に課題がある学年がある。
　　・ICTの活用をもう少し充実できる学年がある。
　上記のような課題の改善に向け，今年度取り組んでいく。

進捗確認
（～１０月）

・火事、地震の避難訓練とともに，警察の協力を
得て不審者対応訓練を実施し、安全指導・安全
教育に努めた。
・学校アンケート(保護者）では「学校は事故防止
危機管理に配慮している」の項目で肯定意見
91％
・毎月の安全点検では、校舎修繕箇所を見つけ
出し、速やかに修理を行い安全な学びの場の確
保に努めた。

【読書】
読書習慣については，前年度より数値が下がっ
ており、ICTの活用が影響していると考えられ
る。しかし、堺市平均よりは上回っていることか
ら概ね読書習慣は身についていると考えられる
【自主的な家庭学習】
堺市全体の数値よりも本校は下回っており，大
きな課題である。今年度途中から試行している
家庭学習の取り組みをさらに改善し，次年度に
つなげていきたい。

（　）は堺市平均
・読書は楽しい80%→79%
・まったくしないの回答
19.3%→22.6%(25.7%)

・家庭学習には自分から取り組
んでいる。85%→77%
・71.4%→70.4%(73.4%)
・まったくしていないの回答
14.1%→18.0%(17.6%)
・73.1%→59.1%(64.7%)

★中学校区での取組
6/12新浅香山小
2/19五箇荘中
で実施

・研究授業
9/20　４年（算数）
10/8　５年（国語）
11/29　１年（生活）
に実施

・88%→87%
・81.2%→72%
・76.4%→94%
・88.1%→74.5%(75.1%)

・83.0%→71.7%(78.2%)
・週１回以上75.5%→83.8%(84.7%)

・体育主任を中心に体育の授業を計画的に進
め、また休み時間においても大なわとび講習会
やドッチボール大会など企画し，体づくり、体力
向上に努めた。
・堺市学習状況調査にて、「体育の授業や活動
はすきか」の回答に肯定的に答えた児童は，８
０％を超え，昨年度と同水準を維持。

代表委員会によるあいさつ運動
の実施、あいさつスローガン募
集と旗の制作

1年「プライベートゾーンの秘密」
2年「体温のひみつ」
3年「海馬って？（睡眠について）」
4年「目の秘密」
　　「男女のちがいについて」
5年「自分らしく生きる
　　　　　（ジェンダー教育）」
6年「AEDの使い方」
　　「いのちの授業]⇒２/２８予定

◎

評価方法
判断基準

（評価のものさし）
具体的な取組

（●重点とする取組　★中学校区での取組）

　安全に関しては地域防災（防災
フェスティバルなど）とともに，学校
での避難訓練なども地域と連携す
ることでより安全意識が高まるので
はないか。

　体育参観の演技や競技はすばら
しかった。今後も体を動かすことが
楽しいと思える学習を継続してほし
い。

　家庭学習は，何をするかを自分で
決めることやわからないことを聞くこ
とが大事ではないかと思う。
　答えだけ合っていれば良いという
考え方にならない指導が必要だと
思う。
　保護者への啓発とともに，児童に
は「人に聞く」ことをしっかり教えるこ
とが重要ではないか。

【研究授業】
中学校区で授業研究を行うことで，９年間を見
通した子どもへの関わり、学びの在り方を考える
機会とすることができた。
校内での研究においては，「伝え聴き合う」こと
に関して新たな気づきや課題が生まれた。それ
を次年度に研究していきたい。

【聴く態度の育成】
「聴く」ことに関して重点を置いたため，思いを聴
く姿勢については、定着しているという結果が出
た。反面，「伝える」ことに関しては課題が残った
ため、次年度に課題解決の方策を考えていきた
い。

【ICT活用】
活用の割合については伸びが見られた。しか
し，グループでの探究活動については課題が見
られたため，次年度はICTの使い方に加え、探
究活動の在り方を工夫して行っていきたい。

　自由進度学習を参観したが，児童
は学習に集中していたので良い取
組だと感じる。ただし，理解の個人
差が大きいので個別の支援が必要
だと思う。
　ICTの良さは理解できるが，鉛筆
で「書く」ことの大切さがあるのでは
ないか。タブレットの効果的な使い
方が課題ではないだろうか。

学校アンケートの肯定意見の割合の変化
①「自分からあいさつ　　R5　86％⇒R6　84％
②「自分にはよいところ　R5　76％⇒R6　76％
③「友だちを大切に 　　　R5　95％⇒R6　96％

・アンケート結果は概ね良好であり、今後もあい
さつを通じ他者と心をつなげる指導を継続して
いく。
・各学年において発達段階に応じた保健指導を
実施することができた。

　朝の見守り活動の中でクイズを出
している。あいさつととも児童との会
話の機会ともなっている。
　全学年がそろった「お別れ会」の
様子を参観して成長を感じる。どの
学年も落ち着いていて集中して出し
物を披露ししっかりと聞いていた。

〇

◎

◎

〇

◎

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】

豊かな心・健やかな体の現状
　昨年度の学校アンケートの結果から「自分からあいさつをしている」「人を傷つける言葉を使わないようにしている。」の項目に伸びが見られ、あいさつの取組がよ
うやく浸透してきたことがわうかがえる。あいさつは、人と人とつなぐ上でとても大切なものであり、今年度も重点取組としたい。また、「友だちを大切にしている」の項
目についても９６％の子どもたちが肯定しており、意識の高さがうかがえる。ただ、学校生活の中では、友達を傷つける言動について指導が必要な場面も多く、引き
続いて友だちに対する思いやりや温かい気持ちを育むことを大切に、集団作りに取り組んでいきたい。
　新体力テストでは、おおむね堺市平均を上回っており、特に反復横跳びの結果がよかった。立ち幅跳びに課題があり、堺市平均と比べて著しく低く、前年度と比
較しても下回る結果が多かった。なわとび朝礼など運動習慣の確立につなげられる取り組みを行うとともに、誰もが楽しく熱中できる体育授業を目指し授業改善に
取り組む。

令和６年度　重点目標
安全で安心な笑顔あふれる学校づくり「あいさつ一番の学校」
開かれた学校づくり「チーム五箇荘東」
未来の学校づくり「ICT教育の推進」

中学校区におけるめざす子ども像
自ら学びに向かい，自ら取り組み，自ら表現できる子どもの育成

堺市立　　五箇荘東小学校


